
本授業では，以下の検証を行うものである。　

　本授業で使用した「思考スキル」や「見える図」は，子どもの思考力・表現力を高める上で有効

であったか。

１ 題 材 対称

２ 指導計画 （総時数 11時間）

小題材 主 な 学 習 活 動 【 評 価 規 準 】 時間

１ 線対称な図形の定義や用語の意味を理解する。

【知：線対称の定義や用語を理解している。】

２ 線対称な図形の対応する点，辺，角について知り，線対称な図形の性質を調べる。

【知：線対称な図形の性質を理解している。】

３ 線対称な図形のかき方を理解する。

【技：線対称な図形を，その性質を使ってかき，そのかき方を説明することができる。】

１

１

１

４ 点対称な図形の定義や用語の意味を理解する。

【知：点対称な図形の定義を理解している。】

５ 点対称な図形の対応する点，辺，角について知り，点対称な図形の性質を調べる。

【知：点対称な図形の性質を理解している。】

６ 点対称な図形のかき方を理解する。

【技：点対称な図形を，その性質を使ってかき，そのかき方を説明することができる。】

７ 身の回りにある記号の形について，対称性に関心をもち，線対称な図形，点対称な

図形を分類整理する。

【関：マークなどの形に関心をもち，対称な図形を探そうとしている。】
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８ 対称性に着目して四角形や三角形を考察し，対称の軸や対称の中心を見つける。

【考：四角形や三角形を，線対称・点対称の観点から分類してまとめている。】

９ 対称性に着目して正多角形や円を考察し，対称の軸や対称の中心を見つける。

【考：正多角形を線対称な形，点対称な形，線対称でかつ点対称な形に分類してまとめ

ている。】
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(本時)

10 学習のまとめ，練習問題をする。 

【技：題材を振り返り，分かったことをまとめ，練習問題を解くことができる。】 

11 既習事項の確かめをする。 

【技：練習問題を解いたり，応用問題を解いたりすることができる。】
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３ 本 時（9／11）

(1) 目　　標 

   対称性に着目して正多角形や円を考察し，対称の軸，対称の中心を見つける。 

(2) 評価規準 

   正多角形を線対称な形，点対称な形，線対称でかつ点対称な形に分類してまとめている。 

【数学的な考え方】

(3) 指導に当たって 

　「つかむ」過程では，前時までの学習を振り返り，線対称や点対称の見つけ方を確認する。また，

三角形や四角形を分類したことを振り返り，多角形の分類へと問いをもてるようにする。 

　「見通す」過程では，前時までと本時の学習の共通点，相違点を整理し，既習事項から何を

使うことができるか気付かせるようにし，解決の見通しをもつことができるようにする。

　「見つける」過程では，自分の考えを付加，強固していくために，小集団で話し合う機会を

設定し，整理することができるようにする。

　「磨き合う」過程では，線対称や点対称に分類したものを「見える図」に整理することを通して， 

線対称かつ点対称であるものに気付けるようにする。また，その他の多角形や円を分類するこ

とを通して，頂点の数と対称の軸に着目して分類する新たな視点に気付けるようにする。

　「振り返る」過程では，本時で学習したことをノートにまとめることを通して，自分の考え

を整理する。 
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